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乳がん自己検診講
座7 面

乳がんは、自分でみつけら
れるがんといわれていま
す。日常の自己管理の方法
を学びませんか？講話と
体験学習を行います。

終戦60年
非核・平和映画会１０面
自分１人だけが助かるこ
とを拒み、子どもたちと強
制収容所行きの汽車に乗
った「コルチャック先生」
の感動の物語です。

第１次行財政改革大
綱（平成１４～１６年度）に
ついて、改革の取り組み
を総括し、成果をお知ら
せします。

行財政改革大綱の
取り組み結果3 面

市の財政状況は、昨年度から
実施された国の地方行財政対
策（三位一体改革）によって大
きく変わりました。その概要につ
いてお知らせします。

２・３面
市の財政状況
と今後の課題

８月は、市・都民税普通徴収第２期、国民健康保険料第２期、介護保険料第２期の納期です。 ◆納税課（�田 �内線１３５３）◆保険年金課（�田 
�内線１４８１）◆介護保険課（�保 �内線２３２２）

�　

市
で
は
、
平
成　

年
７
月
に
策
定
し
た

１４

西
東
京
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
第
１
次
）

に
基
づ
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
財

政
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
（
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
引
く
景
気
低
迷
等

■
基
本
的
な
考
え
方

■
基
本
的
な
考
え
方

に
よ
り
市
税
収
入
が
伸
び
悩
む
な
か
、「
三

位
一
体
の
改
革
」
や
高
齢
化
の
進
展
に
伴

う
財
政
需
要
の
増
加
等
に
よ
っ
て
生
じ
た

新
た
な
財
源
不
足
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
右
肩
上
が
り
の
経

済
成
長
を
前
提
と
し
た
事
業
展
開
か
ら
の

方
向
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
構
造
的
な
改
革
を
こ
れ
か
ら

の
数
年
で
い
か
に
成
し
遂
げ
る
か
が
、
市

の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
、
将
来
に

わ
た
り
市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
市
民
や
民
間
部
門
と
の
協
働
の

も
と
、
限
ら
れ
た
資
源
を
効
率
的
か
つ
有

効
に
活
用
す
る
成
果
重
視
の
新
た
な
「
行

政
経
営
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
く
必

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び
市
内
に
事
業
所
等
を
有

す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

◆
意
見
の
提
出
方
法
・
提
出
先　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
住
所
・
氏

名
・
案
件
名
「
行
財
政
改
革
」
を
必
ず
明
記
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
直
接
ま
た
は
郵
送　

〒　

―　

西
東
京
市
役
所
田
無
庁
舎
３
階
企
画
課

１８８

８６６６

②
フ
ァ
ク
ス
（�
　

・
９
５
８
５
）

６３

③
電
子
メ
ー
ル
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

◆
提
出
期
間　

８
月
１
日
（
月
）
〜　

日
（
月
）（
必
着
）

１５

◆
素
案
の
閲
覧　

素
案
は
、
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
両
庁
舎
１
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
検
討
結
果
の
公
表　

９
月
（
予
定
）

（
仮
称
）第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱（
素
案
）

（
仮
称
）第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱（
素
案
）

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

   
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
３
月
に
示
さ
れ
た
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

の
答
申
を
受
け
、（
仮
称
）
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
素

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）

を
実
施
し
ま
す
。

◆
企
画
課
（
田
無
庁
舎�
内
線　

）
１１１１

要
が
あ
り
ま
す
。

�　

第
２
次
大
綱
の
実
施
期
間
は
、
平
成　
１７

年
度
を
初
年
度
と
し
て
平
成　

年
度
ま
で

２１

の
５
年
間
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
改
革
に
当
た
っ
て
は
ス
ピ
ー

ド
を
重
視
し
、
可
能
な
限
り
平
成　

年
度

１７

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
集
中

１９

的
に
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、平
成　

年
１９

度
に
改
革
の
進
ち
ょ
く
や
市
政
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行

い
、後
期
の
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

�
①
市
民
の
満
足
と
納
得
を
得
ら
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

　

こ
れ
ま
で
市
が
提
供
し
て
き
た
サ
ー
ビ

ス
の
範
囲
や
提
供
方
法
を
あ
ら
た
め
て
検

証
し
、
行
政
が
主
体
的
に
果
た
す
べ
き
役

割
を
見
極
め
た
上
で
、
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
と
徹
底
し
た
合

理
化
を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
民

間
に
委
ね
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
効
率

性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
外
部
化

し
、
市
民
や
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
の
連
携
の
も
と
に
、
地
域

が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
最
も

効
果
的
、
効
率
的
に
提
供
で
き
る

仕
組
み
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

②
自
立
し
た
都
市
と
し
て
強
固
な

財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に

■
第
２
次
大
綱
の
実
施
期
間

■
第
２
次
大
綱
の
実
施
期
間

■
改
革
の
方
向
性

■
改
革
の
方
向
性

　

地
方
分
権
の
時
代
に
お
い
て
、
市
が
創

意
と
工
夫
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
地
域
社
会

を
創
出
し
て
い
く
に
は
、
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
職
員
数
の
適

正
化
や
業
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
な
ど
に

よ
る
徹
底
的
な
経
費
節
減
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
税
等
の
未
納
の
解
消
に
向
け
た

体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

負
担
水
準
を
適
正
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

未
利
用
地
の
処
分
や
有
料
広
告
な
ど
新
た

な
財
源
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

③
改
革
の
推
進
力
を
持
続
・
強
化
さ
せ
る

た
め
に

　

改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
時

代
の
変
化
や
市
民
の
期
待
に
的
確
に
対
応

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
事
業
を
緊
急
性
や
効
率
性
の

観
点
か
ら
常
に
検
証
し
、
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
評
価
制
度

を
軸
と
し
た
新
た
な
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム

を
体
系
化
し
、定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
行
政
を
適

切
に
評
価
し
、
積
極
的
に
市
政
に
関
わ
る

た
め
の
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◎
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
８
月
下
旬
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
詳
細
は
、
８
月　

日
号
の
市
報

15

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
出
前
講
座
」
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
手
続
）を
実
施
し
ま
す

実施項目（案）一覧
①市民の満足と納得を得られる行政サー
ビスを提供するために

総合窓口・ワンストップサービスの導入市

民

の

利

便

性

向

上

フロアマネージャーの配置

手続のオンライン化の推進

庁舎電話の見直し

住民票等自動交付機の利便性向上

指定管理者制度の積極的活用民

間

活

力

の

積

極

的

な

導

入

・

協

働

の

推

進

求人情報等の提供

粗大ごみ受付業務の民間委託

財政支援団体の経営改善

保育園の民間委託

児童館・学童クラブ運営の見直し

公民館事業の見直し

図書館事業の見直し

協働の促進に向けた環境整備

事務事業・補助金の総点検

公共施設の適正配置・有効活用公
共
施
設

の
見
直
し 学校施設の適正配置

②自立した都市として強固な財政基盤を
確立するために

新たな定員適正化計画の策定内
部
管
理
コ
ス
ト
の
節
減

業務内容に即した勤務時間の設定

公共施設保全計画の策定

公共施設維持管理コストの削減

投票区の見直し

情報システムの最適化

契約・入札制度の再構築

市刊行物の有償頒布歳
入
の
確
保

有料広告掲載の検討

未利用市有地の処分、有効活用

徴収体制の強化

公共施設使用料の適正化受

益

者

負

担

の

適

正

化

公共施設駐車場使用料の適正化

市民健康診査等の受益者負担の検討

保育料の見直し

学童クラブ育成料の見直し

家庭ごみの有料化

行政財産使用料の適正化

国民健康保険特別会計の健全化

下水道特別会計の健全化

③改革の推進力を持続・強化させるため
に

目標管理制度の導入組
織
機
構
の
改
革

政策決定方式の再構築

機能的・効率的な組織編成

リスクマネジメント（危機管理）
体制の強化

職員提案制度の効果的運用人
事
・
給
与
制
度
改
革

人事考課制度の適正な運用

普通昇給停止年齢の見直し

研修・能力開発支援の充実

職種換えの検討

経験者採用の検討

行政評価制度の効果的運用政
策
検
証 

機
能
の
強
化

予算制度改革

政策法務機能の強化

構造改革特区・地域再生計画の認定制度の活用

市民にわかりやすい行政情報の公表市
民
と
行
政
と
の 

情

報

の

共

有

化

電子会議室の設置

市民の声の庁内共有と活用

タウンミーティングの実施

出前講座の実施

市民意識調査の実施


